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 会  議  録  

会 議 の 名 称 行田市在宅医療・介護連携推進協議会  研修部会  

開 催 日 時 
令和７年３月 13 日（木）  

 開会：18 時 30 分  閉会：19 時 25 分  

開 催 場 所 産業文化会館  第２会議室  

出席者（委員）  

氏 名 

平野輝利人、溝上俊亮、江黒  徹、小川啓太郎、前田千穂、加藤

里美、川島  治、（見学：浅見（行田中央総合病院））  

欠席者（委員）  

氏 名 
堀内  規、小林永治、河野真也、出雲秀章、島田由紀子  

事 務 局 
行田市高齢者福祉課地域包括ケア担当  

機能強化型地域包括支援センター緑風苑  

会 議 内 容 

１ .来年度の研修内容について  

２ .開催時期について  

３ .次回の会議開催について  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

次第  

そ の 他 必 要 

事 項 

 

 

会 議 録

の確定  

確  定  年  月  日  主  宰  者  記  名   

 

   令和７年３月３１日  

平野輝利人  

溝上俊亮  
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 発言者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

各委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開会 ] 18：30 

１ .来年度の研修内容について  

 前回のご意見「服薬管理」から「口腔」に繋げる  

 その他のご意見、別の内容を検討？  

薬剤師との関わりがわからない点がある。  

薬剤師への相談や連携で、何がハードルで、何が課題なのかを薬剤

師側も知りたい。  

ヘルパーとして誤薬の相談をしたことがある。  

医師と薬剤師の相談の差がわからないことがある。薬剤師は医師と

の連携をしているので、薬剤師の活用の実際を研修にしてもよいの

ではないか。薬剤師と医師との具体的な連携方法もある。  

医師より相談のしやすさはあるのではないか。  

薬局内での相談は点数がとれない。  

在宅に出向いての相談をしてほしい。  

歯科医師と薬剤師との連携はあまりない。薬の形状も歯科医院で問

題になることはない。  

ケアマネなど多職種が薬剤師との連携がわかる研修にしたい。  

口腔では、口の中に薬が残っている写真を見せてもらえば、歯科と

しての助言ができるかもしれない。  

付箋を使ってのグループワークでもよい。  

今回は、薬剤師のレクチャーを受け、職種の代表のシンポジストで

議論する式でもいいのではないか。  

 

２ .開催時期について  

令和７年７月～８月  土曜日午後及び夕方  

同じ内容で、時間を変えて２回実施する。  

 

３ .次回の会議開催について  

 令和７年４月 10 日（木）19：00～又は 19：30～  

【閉会】  19：25 

 


